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Ⅰ　はじめに
臨床で働く看護師が研究に取り組むことは、科学

的な看護実践活動を促進し、看護の質向上につなが

る。そして看護師自身が自分の実践した看護を振り

返り、看護実践者としての成長していく機会とな

る。そして、看護師が日常の看護実践場面で抱く疑

問や問題、課題をそのままにせず、科学的に探究す

る姿勢の育成となり、看護師のキャリア構築のうえ

でも大切な取り組みと考えている。

当院の看護研究の課題について述べると、看護師

の多くは「時間的余裕がない」「適切な指導者がい

ない」「どのような手順で行えば良いのかわからな

い」という理由で看護研究を難しいものととらえて

いる傾向にある。

Ⅱ　当院の看護研究への取り組みの現状
看護部長の諮問員会として看護研究委員会を設置

して、各部署の看護研究への取り組みを支援してい

る。年 1 回は、看護研究のまとめとして、院内の

研究発表会、学会等での発表で公表の機会としてい

る（表 1）。
各部署では、毎年 1 題は看護研究に取り組み、そ

の中でもテーマ性に優れ、結果が導き出せている演

題については、院外の学会等での発表へと繋げてい

る。その他に専門分野、領域の学会への演題登録を

働きかけている。

しかし、年々、学会等へ演題登録数が減少してき

ている。平成 30 年度から令和元年度は新病院への

移転に向けての準備で各部署の業務量が増加したこ

とが原因と考えられる。また令和 2 年度は新型コ

ロナウイルス感染症の影響で多くの学会が中止、縮

小したことも演題登録の減少につながっている。

当院の看護職員の約 2 割は大学卒業者であり、そ

の多くは卒業論文の作成を経験していると思われ

る。しかしながら、当院の現状では、1 ～ 2 年目の

看護師は仕事を覚えることで精いっぱいであり、看

護研究に触れる機会は皆無かもしれない。3 ～ 5 年

目の看護師が、役割として看護研究に取り組まなけ

ればならない状況になり、「何をどうしたら良いの

か」「誰に相談したら良いのか」と困惑しながら取

り組んでいる。また、部署で看護スタッフの指導に

あたる看護師長や副看護師長は部下の指導をする際

に、看護研究の専門知識がないことでスタッフに教

えることへの不安を感じているという現状にある。
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ⅢⅢ  研研究究能能力力とと研研究究指指導導のの困困難難ににつついいてて  
 看護研究に取り組む看護師が困難に感じていることは「テーマの絞り込み」「文献検索」「研

究計画書の作成」「データー分析」「研究論文のまとめ」である。 
平成２９年からは、このような問題解決のために看護系大学に講師を依頼し、看護研究の基

礎的知識の講義と各部署へのアドバイスをしてもらう体制をとっている。 
 
ⅣⅣ  院院内内ででのの看看護護研研究究指指導導体体制制ににつついいてて  
 看護師の看護研究への指導は、看護管理者の支援だけでは不十分であり、看護研究専門家と

協働する必要がある。そして、看護研究専門家には、臨床における看護研究の目的を理解して

サポートしてもらうことが大切になる。 
１～２年目の看護師は、研究に入り込む余裕はないかもしれないが、研究を見学するなど、

病棟で看護研究が行われていることを認識することが大切である。３～５年目の看護師は、研

究への嫌悪感を抱かず、忙しい現場でできるところから研究をやってみることが重要で、個々

に過度の負担がかからないような支援が必要である。６年目以上の看護師は、指導を受けなが

ら、研究に積極的に取り組み、自分たちが行った研究が部署または院内の看護実践に反映する

ことを実感できることが目指すところである。そして、どのレベルの看護師も常に看護研究は

自分たちの臨床に役立つものだという意識を持つことが大切であると考える。 
  
ⅤⅤ  おおわわりりにに 
日常の看護業務の中での疑問や事実、気づきが研究テーマになりうることを理解できるよう

に、これまで着目しなかった些細な出来事にも目を向けるような意識の醸成は、看護管理者の

大切な役割である。 
看護研究の取り組みを当院の看護部に根付かせていくためには、臨床看護研究であるがゆ

え、臨床の事象を良く理解できる看護師長、副看護師長と研究専門家の協働により、タイムー

な相談が可能な指導体制が必要である。そして、看護研究は臨床に役立ち還元されるものだと

実感できるように働きかけていくことが必要であると考えている。 
本演題に関連して開示すべき利益相反状態はない。 
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表１

看護研究発表演題数

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

院外 37 47 33 26 12
院内 20 20 19 18 18

表 1　看護研究発表演題数
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Ⅲ　研究能力と研究指導の困難について
看護研究に取り組む看護師が困難に感じているこ

とは「テーマの絞り込み」「文献検索」「研究計画書

の作成」「データー分析」「研究論文のまとめ」であ

る。

平成 29 年からは、このような問題解決のために

看護系大学に講師を依頼し、看護研究の基礎的知識

の講義と各部署へのアドバイスをしてもらう体制を

とっている。

Ⅳ　院内での看護研究指導体制について
看護師の看護研究への指導は、看護管理者の支援

だけでは不十分であり、看護研究専門家と協働する

必要がある。そして、看護研究専門家には、臨床に

おける看護研究の目的を理解してサポートしてもら

うことが大切になる。

1 ～ 2 年目の看護師は、研究に入り込む余裕はな

いかもしれないが、研究を見学するなど、病棟で看

護研究が行われていることを認識することが大切で

ある。3 ～ 5 年目の看護師は、研究への嫌悪感を抱

かず、忙しい現場でできるところから研究をやって

みることが重要で、個々に過度の負担がかからない

ような支援が必要である。6 年目以上の看護師は、

指導を受けながら、研究に積極的に取り組み、自分

たちが行った研究が部署または院内の看護実践に反

映することを実感できることが目指すところであ

る。そして、どのレベルの看護師も常に看護研究は

自分たちの臨床に役立つものだという意識を持つこ

とが大切であると考える。

Ⅴ　おわりに
日常の看護業務の中での疑問や事実、気づきが研

究テーマになりうることを理解できるように、これ

まで着目しなかった些細な出来事にも目を向けるよ

うな意識の醸成は、看護管理者の大切な役割であ

る。

看護研究の取り組みを当院の看護部に根付かせて

いくためには、臨床看護研究であるがゆえ、臨床の

事象を良く理解できる看護師長、副看護師長と研究

専門家の協働により、タイムリーな相談が可能な指

導体制が必要である。そして、看護研究は臨床に役

立ち還元されるものだと実感できるように働きかけ

ていくことが必要であると考えている。

本演題に関連して開示すべき利益相反状態はな

い。
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